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古代中国の祖霊祭祀について

     黄   暁 芽
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                  要 旨

 人間はどこから来たのか、やがて誰もが死を迎えまたどこへ行くのか？ 古今を問わず、よく問

いかけられる問題である。それが科学的な考察と検証によって多大な成果をあげてきてはいるが、

まだ、解決していない点が少なくない。本論文は、考古学資料を駆使し、古代中国人の世界観に由

来する魂と醜の思想、またそれに基づいた祖霊祭祀の実態を具体的に探究し、自分なりの解釈を加

えた。古代中国人の祖霊観念は意外と想像力豊かなもので、とくに現世における己と過去の先祖と

未来の孫とのつながりが重視されることによって、霊魂不死の思想はリアルに表出されていた。祖

霊祭祀という汎世界的現象の中において、魂と醜の発想、また、「F祭」という人と神を共演する

パフォーマンス及びその思想の性格を論じっっ、中国の独特な文化現象であることを指摘した。

はじめに

 古ぐから霊魂不死の思想を持ち続けた中国人

は、天に昇る精魂と地に帰る鬼暁とが人の死に

よって分離することを考え、魂(神)と暁(霊)

が常住する場所として荘厳なる廟と墓を創り出

した。ここで考古学資料を中心に魂醜思想とそ

の実体を考えてみたい。

1. 霊魂不死と乗輿昇天

 中国において葬送儀礼に関わる絵画・造形の

起源は約7000年前の新石器時代にまで遡る。

これらは文字以上に当時の思想を知る上ですぐ

れた資料といえる。

 およそ7000年前の遼寧省査海遺跡において、

全長約20m、幅2mの範囲に均質な大きさの

赤褐色の礫を並べて背筋を曲げ、首を高く挙

げ、口を大きく開いている龍のモザイクが見つ

かっている(辛1995)。この龍図の南側には墓

や祭祀坑が整然と配列されていた。そして、貝

殻で作られた龍と虎の造形は、約6000年前の

河南省撲陽県西水駅45号墓(以下、M45と表

記)から発見されている(撲陽市文物管理委員

会など1988)。そこから北へおよそ20m離れ

た場所に、一直線に配列する形で、龍頭自身の

二獣合体図が見つかり、龍虎の背中には鹿が乗

り、龍の頭上に蜘蛛のような図柄がみられる。

また、その南側に西に向けて疾走する虎や龍の

背に乗る人の姿を表す貝殻モザイクも整然と

並んでいる(図1)。

 龍と虎は、古来神霊力を持ち、天地間に行き

来することができる聖獣と考えられる。墓地で

丁寧に龍と虎の造形を表現するのは、死者とと

もに歯内に留まっているとする解釈も、あるい

は墓からどこか他の場所へ飛び立っているとす

る解釈も、ともに考えられうる。少なくとも

龍・虎の加護のもとに「乗龍昇天」するという

霊魂不死の思想が映されている。

 一方、中国先史時代の仰詔文化や龍山文化の

墓地では、猪・豚の頭蓋骨、顎骨や猪牙などの
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                  図1 乗龍昇天図

 (出所)濃陽市文物菅理委員会など(1988)「河南撲陽西水披遺趾発掘簡報」『文物』1988年3期
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                   図2 猪龍と猪鳥の造形

(出所)中国社会科学院考古研究所内蒙古工作隊(1987)「内蒙古敷漢旗小山遺跡」『考古』1987年6期

  安徽省文物考古研究所など(1999)「安徽含山県凌家灘遺跡第三次発掘簡報」『考古』1999年11期
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副葬がしばしば見られる。これは富と財産を象

徴するものというよりも、死者の護衛霊として

役割を果たすものと理解すべきであろう(王

1981)。さらに、猪を象った辟邪の呪具類は、

漢墓からもよく出土する玉握(図2-4)に受け

継がれている。この玉握は、玉製ないし滑石製

の猪や豚を死者の手に握らせる風習であり、前

者と同一の系譜上にあると考えられる。すなわ

ち、猪が天に昇る死者を護ってくれる、と信じ

ていたのである。

 また、こういう護衛霊に関連する信仰遺物に

は、内モンゴル赤峰市敷漢旗小山遺趾(中国社

会科学院考古研究所1987)で出土した土器の

表面あるいは玉器の彫刻には猪と龍(図2-

1，3)、鳥と龍、鹿と龍をそれぞれ組み合わせて

表現した獣像が描かれたものもある。約5000

年前の紅山文化期の遼寧野牛河梁女神廟遺跡

(遼寧省文物考古研究所1986)では、実物大の

人間を象った女神像を始め、人物像や動物像が

多量に見つかり、猪と龍を合成した造形も見ら

れる。さらに、長江流域におけるほぼ同時期の

安徽省含山県凌家灘遺跡(安徽省文1999)の

祭壇と墓地からは多量の玉器が出土し、その中

に野田の壁、人、龍のほか、鷹、猪、亀の造形

も見つかった。特に、玉野鷹は頭と双翼が強調

して作られ、大きく

開いた双翼の両端部

には写実的に豚の頭

が描出されている
(図2-2)。

 つまり、新石器時

代の黄河・長江流域

における動物の造形

の中には、猪龍や猪

鳥の表現が多く見ら

れる。龍と鳥は先史

時代における出自信

仰に関係していると

考えられており、し

ばしばその祖霊の護

衛神としての性格に

ついて言及される。
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1長沙市陳家太山

これと合体した造形になることの多い猪・豚

も、祖霊祭祀に関わりの深い動物である。これ

らの造形は祭壇ないし墓地からの出土品が多い

ことから、特別な意味が込められ、昇天への加

護を果たす霊威的な存在であったと想定でき

る。

 こうして霊魂昇天の思想は6000年前の仰詔

文化前期に遡る。すなわち人の死は無ではな

く、龍・虎・猪鳥など霊獣の加護を得て現世と

は異なる遥か遠い天上へ行き、祖先神の世界に

加わることを意味しているのである。

2. 魂と醜の思想

 商周時代に入ってから、古く先史期に芽生え

た霊魂不死の発想を昇華させ、天に昇る魂と大

地に帰る醜との所在を象徴する施設として廟と

墓を最も整った形で誕生させたのである。

2. 1天・地両界の概念

 先史時代に続き、埋葬施設に伴う龍・虎の造

形を配置することも存在する。河南省安陽侯家

荘西北闘M1500(石1974)は四本の傾斜墓道

を持つ大型榔墓で、その南側墓道の底部寄りに

丸彫した石製の龍・虎を北向きに二列に並べて

かづ'塑・4

2長沙市子弾庫

N :. 

図3 戦国期の施幡吊画

(出所)楊泓1989「戦国絵画初探」『文物』1989年10期

湖南省博物館1973「新発現的長沙戦国楚墓吊画」『文物』1973年7期
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配置している。

 また、仰紹文化の墓地で見つかった乗龍昇天

の意匠はその後の早戸にも受け継がれ、長く続

いたことが多くの考古資料より判明している。

例えば、施幡吊画は葬送行列の先頭に揚げる旗

として用いられたもので、埋葬行為が終わった

後、当年の上にかけて被葬者の昇天を祈願した

ものである。典型的な施野曝画として湖南省長

沙市田家大山の「人物御龍脳蝋画」がある(楊

1989)。それは龍・鳳と女性の被葬者像を中心

として、その足元に舟を表したものである(図

3-1)。同様に長沙市子弾庫の「人物龍鳳吊画」

も、龍あるいは聖業、鳳、魚、そして被葬者と

思われる男性像、およびその上部に天蓋図を描

いている(湖南省博1973)(図3-2)。この主

題も前例と同様に、死者が龍と鳳に導かれて天

に昇り、神となるよう祈願を込めたものと見ら

れる。要するに、この時期の絵画の題材や描写

手法は比較的単純で、いずれも被葬者の姿を写

実的に描き、龍や鳳を導引・護衛の像として加

え、死者が神獣の引導に従って昇天する情景を

描いたもので、新石器時代の龍虎図と同一の系

譜に繋がるものと考えられる。

 さらに、前漢前期の長沙市馬王堆M1の棺に

掛けられたT字形の旛幡吊画になると、天地両

界を意識的に描き分けるようになる(図4)。

T字形畠画は、横長の上部と縦長の下部を二分

化する。横長の上部は天界を表すもので、日・

月と一対の飛龍が左右両側を飾り、その上側中

央に人煙蛇身の神が盤顕し(後漢期には龍虎座

に坐る西王母がこれに代わる)、周りには仙

鶴・鴻雁・磯鶏・敲鐘が描かれる。下側中央に

は天門とそれを護る門番と豹が表現されている

(湖南省博物館など1973)。縦長部の絵画は地

界を示すもので、まず、天門のすぐ下に一対の

霊鳥を乗せた浮遊天蓋図が描かれている。これ

は天地両界の境界を象徴したもので、天蓋の下

に羽ばたく神聖大鳥の姿が見える。その下は、

二黒穿壁図を中心とした地界の構図で、大きな

玉壁の上部に2匹の豹によって支えられた台座

があり、台座の上には被葬者と思われる女性が

中央に立ち、後ろには3人の侍従が控えてい

長沙市章王堆M1

    図4 前漢期の施幡二胡

(出所)湖南省博物館など(1973)『長沙馬弓勢一

  号漢墓』文物出版社

   四川省文物考古研究所(1999)『三星堆祭

  祀坑』文物出版社

る。この女性の前には2人が脆いており、出迎

えの使者の姿と思われる。さらに、長客の下部

に帷帳図があり、その下には怪獣に支えられた

台座がある。台座の上に食物をいっぱいに載せ

た几案や鼎があり、供献祭祀を行う祭壇を示し

ている。その周りには人頭鳥・玄武・鵬鴉・赤

蛇・大魚・怪獣などが多彩に描かれている。帷
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帳頂部と被葬者の立つ玉壁とは1本の綬帯に

よって結ばれている。全体として、被葬者が昇

天のための儀式・饗宴を受け、神霊の加護と先

導のもとに天界へ旅立っ場面を描写していると

考えられる。

 これと同様の構成を持つ吊画は馬溜堆M3で

も出土している。これらの施幡用画は新石器時

代以来受け継がれてきた昇天図の完成した姿と

言えよう。馬王堆M3の舟船侍女図(湖南省博

物館1974)は、龍・魚や建物の断片的な描写

のなかに、被葬者が侍女達に囲まれて舟に乗

り、龍舟に導かれて天に昇る姿を描いているの

である。したがって、戦国期から前漢前期まで

の葬送儀礼に関わる絵画は、被葬者の昇天を加

護するという単純な主題の描写を中心に展開し

ていった。新石器時代の仰紹文化に端を発した

龍虎図は、三千年の歳月を経て表現技法が変化

したとはいえ、同じ主題を受け継いでいたこと

がわかる。

2. 2魂と醜の思考

 股嘘からは甲骨ト辞が大量に出土しており、

それらの解読により股人が崇拝していた諸神に

は祖霊神、自然神、天神があったが、ト辞の大

多数は祖霊を祀るものであって、祖霊が特に重

視されていたことがわかる(晃1990)。確認で

きたト辞の中で祖霊祭祀に関わるものは総計

15，000条に上り、股王の上甲から帝辛に及ぶ

37人の先王を対象として祭祀が繰り返し行わ

れたことが窺える。それは『禮記』「表記」の

「股人尊神、蜜蝋旧事神、先斗而後礼」という

記載によっても裏付けられる。陳三家の研究に

よれば、股人は先祖の霊魂が不滅であることを

信じており、巫・祝が魁頭を被ることで祖霊を

装いながら祀ることが重要とされ、その職名は

「鬼」と呼ばれていたという(陳1936)。その

姿を祖霊の姿と見るかどうかはともかくとし

て、こうした造形に祖霊祭祀との密接な関連性

を見い出したことに意義がある。

 一方、股塊のト辞からは「鬼」の象形文字が

魁頭を被る巫の姿の表象であることがわかって

おり、それらしきものは近年四川省広漢市三星

堆祭祀坑遺跡(四川省文物考古研究所1999)

で見つかっている(図5-2)。2号祭祀坑から

だ.
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出土した青銅製唱首町人像は上述の魑頭を被っ

た姿が表現されており、「鬼」の姿であると考

えられる。また、青銅四獣面が9点出土してい

るが、人の頭に被るのには大き過ぎるので装

着して飾っていたのだろう。一方、古文字の考

証によれば、股嘘で発見されたト辞では魂を

「自」、碗を「白」と書いている。すなわち、

「魂」と「碗」の観念は三代にはすでに現れて

いたのである(国1994)。

 同様に周代においても、人は死後、天に昇り

神になることが信じられていた。その宗廟祭祀

は商代のそれを受け継いだもので、西周期の甲

骨文や金文にはこの時期における祖霊祭祀の様

子が示されている。例えば、陳西省周原鳳雛遺

跡から出土した西周期の甲骨文には「□備州示

報二母、其舞堺町三、豚三、恵有足」(柵原鳳

雛H11:1)と刻まれている(王暉1998)。

さらに、次に挙げる青銅器の銘文(郭1957)

(以下金文出典の引用同)には、西周期の祖霊

祭祀の対象や内容、目的が示されており、祖霊

に対する祭祀は上天、上帝に対する祭祀と同様

に重要視されていたことがわ

かる。

 「 顕皇且(祖)平平興野

興野徳、厳才(在)上、広啓

巌孫子於下」(番生民)「先王

其厳才(在)帝左右、敏狭 

襲(供)、数激藁彙、子福無

彊」(首骨)等々、この「厳    一

在上」の決まり文句に対し

て、郭今若は「厳」を不滅の

霊魂を示すものと見なし、ま

た研究者の中には祖先の霊を

「厳」と考える者もある。王

人聡は「厳」の文字の本来の

意味から、天帝の威が至上で

ある様を表した二人の祖霊

観念と解釈した(一人聡

1998)。いずれにせよ、霊魂

不死の思想と祖霊観念は伝統

的な様相を継承したもので

あった。

 では、上記のような絵画や文字資料に映され

た古代中国人が天、地両界に対する魂と碗の思

考は、どういうふうに実践されていたのだろう

か。

3. 廟と墓の形式と機能

3. 1墓＝密封深蔵と「不封不樹」

 新石器時代後期以降、埋葬施設主体部は被葬

者の棺や副葬品を納める空間の外枠を角材や板

材で組み立てた箱形構築物→「榔」と呼ばれる

ものが創り出された(黄1995・1998)。商周時

代になると、この榔を中心とした榔墓は密閉性

を志向し、榔の周囲に木炭や粘土、礫石などを

詰め込んで深さ5～10mの竪穴墓墳に密封する

工夫を重ねる(図6)。最大の規格をもつ王墓

クラスには、さらなる深く地下20m前後まで

葬る(黄1998)。

 一方、こういう榔墓原理を果たして築いた埋

葬施設のもう一つの特徴は、いくら巨大であっ

ても、地面上には墳丘や墓石など人為的な記念

■■

龍
一
一 馬

訓
一

㎜
「

0      10m

図6 榔墓の構造

(出所)湖北省荊沙鉄路考古隊『包山楚墓』文物出版社
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的建造物を立てないことである。それはエジプ

トのピラミットや後に登場した秦の二丁帝陵、

日本の前方後円墳を代表とした高大な墳墓築造

とは、構造形式と理念において根本的な違いが

ある(黄2000)。すなわち、商・周期の墓は生

者が再び訪れることのない場所であり、規模の

大小を問わず榔墓のみで、最大級の二二ですら

二重もの榔で地中深くに密閉する仕組みで築か

れた。何よりも、外界との隔絶性が求あられた

のである。こうした墓地の景観は、『易経』「繋

辞下」に「古二二者、厚衣之以薪、蔵之以中野、

不封不二」と記された内容と一致する。墓は密

閉型原理を果たした二二が中心に大地あるいは

遠い彼方へと帰り去る死者の暁＝鬼(帰)の留

まる場所を表し、単なる死の空間として閉ざさ

れていた。

 ところが、人は死んで神になつ・て昇天した祖

霊＝精魂が時々天から降りてきて、現世の子孫

に影響を与えると強く信じていたため、祖霊＝

精魂を迎えて祀る様々な祭祀儀礼を継続的に実

施する場所が必要とされていた。そこで精魂を

宿る廟が成立した。

3. 2廟＝祭祀儀礼の場

 祖霊祭祀を行う場所については、先史時代に

は考古資料が少ないため、実態が不明である。

『礼記』「檀弓下」には「宗廟為先人之室」と記

されたように、宗廟と呼ばれる特殊なものは、

邦国・宗族の繁栄と永続を加護するための象徴

的な場所として、祖先祭祀やマッリゴトが定期

的に行われる特殊な建物であると考えられる。

廟と墓とは天に昇る精魂と土に帰る鬼醜に対応

して用意された場所であって、それぞれになす

べき儀礼も異なっていた。単に死の空間として

閉ざされた墓に対して、廟は、祖霊祭祀を中心

にさまざまな儀礼行事を継続的に実施する、生

の空間として開かれている。

 当時人が死ぬと、魂と碗はそれぞれの行くと

ころへ行って、再び相交わることがないと見な

されていた。生者と死者との出会いや交感は、

天に昇って神となった祖霊としか行えず、場所

も宗廟に限定されている。それを裏付けるよう

に、甲骨文や金文などの漢代以前の文字資料で

は宗廟祭祀に関わる記事は詳しいのに対して、

墳墓祭祀すなわち墓地で行われる祭祀について

の記録は見当たらない。つまり、この時期にお

いて祖霊祭祀は墓と無縁めもので、いずれも宗

廟で行われるものであった。

 宗廟の調査例としては河南省安陽市股:嘘小屯

乙組建築跡、陳西省岐山県鳳雛甲組建築跡、同

鳳翔県馬家荘建築跡(図7)などが挙げられ

る。小屯乙組建築跡には21基の建築趾があり、

股王室の宮殿および宗廟と推定されている。河

の流れで破壊され、プランおよび構造の詳細は

不明である。宗廟と考えられる乙号七建築趾は

この建築群の中央に立地し、その南部には祭祀
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       図7 宗廟建築

(出所)陳西省雍城考古隊1985「鳳翔馬家荘一号建

  築群遺趾発掘簡報」『考古与文物』1985年2期
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坑らしき遺構が南北3組に分かれて配列されて

いる(中国社会科学院考古研究所1994)。

 そして、西周期の岐山県鳳雛甲組建築跡は建

物の平面プランがよくわかる調査例で、上記の

文献史料を裏付けるような「前朝後寝」の配置が

特徴である。特にここでは「廟」から、西周前

期の祭祀占ト用の甲骨が多量に見つかった(甲

西野原考古隊1979)。こうした建築物の構造や

甲骨文の解読によって、この建築物の性格は宗

廟である可能性が高いと指摘されている。

 さらに、鳳翔門馬家荘建築跡は春秋期の秦国

雍城の宗廟と考えられる遺跡(図7)で、トレ

ンチ調査やボーリング調査から平面プランは

「前朝後寝」の配置と把えられている(陳西省

雍城考古隊1985)。ここでも、前述した小屯乙

七号建築趾と同様に、中心となる建築の中庭部

では人間・牛・羊犬・車馬を埋めた祭祀坑が多

数見つかっている。そこでは犠牲を捧げ、祖霊

を祀る何らかの祭祀が繰り返し行われたに違い

ない。

 このように宗廟は多くの人間・動物の犠牲を

伴い、祖霊を祀る祭祀儀礼を行う神聖な空間で

あったことがわかる。そして、宗廟は生者と祖

霊との対話の場と見なされ、宗族の繁栄と子孫

の幸福を加護する祖霊祭祀は、国及び家の重大

事として非常に重視されたのである。

 ところが、当時の人々はいったいどういう形

で祖霊との対話をはかっていたか、大変興味深

いことである。

4. 「 祭」＝即興思想のパフォーマンス

 これまで、宗廟祭祀の在り方に関しては、団

平の『独断』の記載に基づいて解釈されること

が一般的にであった。すなわち、朝堂では先祖

代々の位牌を昭穆の順(1)に並べて安置し、定

期的に祖霊祭祀を行うと同時に、政治や記念式

典をも実施することが中心とされた。寝室には

祖先の衣冠と生活用品が揃えられ、いつも新鮮

な食物が供献されており、祖霊が生前と同様な

侍奉を受け続けるように配慮されているといわ

れる。ところが、宗廟の朝堂に先祖の位牌を安

置する風習が、漢代以前に遡ることを示す資料

は見当たらない。今までに挙げた文献記録にも

何らかの事実は含まれていようが、宗廟で行わ

れた祖霊祭祀の内容については、基本的に後漢

期以降において、墳墓祭祀が確立された後に類

推されているのである。それを商周～春秋戦国

期の祖霊祭祀の実態に当てはめてよいのか疑問

が残る。では、商周時代における宗廟祭祀の内

容は一体どのようなものだろうか。

4. 1 商代蜀国の宗廟祭器

 四川省広漢市三星堆祭祀坑(四川省文物考古

研究所1999)からは口器や祭祀器物、供献品

などが大量に出土し、商代下国における祖霊祭

祀の実像を現代に甦らせた。1・2号祭祀坑か

ら出土した数々の青銅器や犠牲骨などは人為的

に破砕され、焼かれた(燈祭とも言う)痕跡が

明確で、その埋納時期において1号坑は中原地

域の股嘘一期に、2号坑は股嘘二期に比定され

る。この二つの祭祀坑には、青銅製神壇や神

殿、大型青銅四人物像・人面像・四面像、さら

には祖霊の降臨を迎え入れるのに欠かせない玉

石製璋・文・刀などの祭器、辟邪器などが多量

に埋納されていた。この豊富な埋納遺物から、

商王都から遠く離れた西南地域の言下において

も、神像を用いた大規模な祖霊祭祀が行われて

いたことが窺える。鍍金青銅製人頭像や重厚な

青銅製仮面(図5-1，3)は画一的な手法で定形

的に造形されており、おそらくこれは祀られる

祖霊の姿を表現したものであろう。平面像は動

物神霊を表現しており、また銅脆座人像や立人

像などの両手の持ち物や動作からは、祖霊祭祀

の具体的な形を窺うことができる。

4. 2「F祭」とは

 1984年、江蘇省丹徒県北山頂で1基の墳丘

を持つ榔墓の発掘調査が行われた(江蘇省丹徒

考古隊1988)。埋葬施設は盗掘に遭い、副葬品

は皆無であったが、墓墳西側に付設された陪葬

坑は幸い盗掘を免れていた。そこからは多数の

青銅電器、車馬、・銅編鐘、石馬磐、武器などが

出土しており、墓に埋葬された人物は春秋後期
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の呉王と推定されている。埋葬施設や副葬品が

春秋期の呉の文化を知る上で重要な資料には違

いないが、とりわけ重大な成果として、陪影野

南北両側の台面上に見つかった特殊な埋葬(報

告書では「南北祭祀台」と呼ぶ)と「 祭」銘

入りの青銅缶の発見が挙げられる。前者では、

北側に人骨があり、頭側には青銅削と青銅刀子

の束、足下には煤の付着した三足青銅鑑が置か

れていた。鑑内には動物骨が、鑑の下には炭や

焼土が残っていた。南側のもう1体の人骨に

は、同じく頭側に青銅削、刀子の束があり、頸

部に水晶玉が飾られていた。こうした状況から

見て、埋葬の際に葬送儀礼に伴う食物供献など

が実施され、そして二人の犠牲者を埋葬した

後、土を盛って墳丘を積み上げたという過程が

推測できる。

 一方、多量の青銅器を埋めた陪葬坑からは、

上層に青銅蓋弓帽の塊や炭と焼土の面が見つ

かっており、中層に陶器を伴う30代の女性が

葬られ、下層には多量の青銅開平楽器が並び、

その中に「F祭」銘入りの青銅缶が青銅鼎と一

緒に置かれていた。銘文は青銅缶蓋の影響を三

周にめぐって刻まれている。その内容は以下の

通りである。

 「腹君恩孫利之元子弟子F祭    (内周)

 其吉金自乍卯(盟)缶眉壽無箕子:孫: (中周)

 永保用之」            (外周)

 この銘文からは、某日の孫・元子弟を中心に

行われる 祭に際して、子孫が長寿多福に恵ま

れるように良い金属を集あ盟缶を作り、末永く

保用する、という内容が読み取れる。

 この内容は前述の宗廟で行われた祖霊祭祀に

関する文献記載と類似する。従って祖霊祭祀を

J'祭と考えることができよう。これらの銘文の

うち、目的は不明であるが、「F祭」の2文字

だけが刃物で意図的に削られ、「P」の下半部

が消えていた。この缶の器壁は薄く、文字を削

ることで器壁の一部が破れており、裏から補修

した痕跡が遺っている。この現象を遺物のみか

ら理解するのは困難であるので、文献史料を援

用してF祭の様子を検討してみる(2)。

 『禮記』「坊記」には「祭祀之有F也、宗廟

草聖也」と説明されており、ここで「F」は来

臨する神霊として祭祀儀礼に登場する者であ

る。「F」と呼ばれるものは、生きている人間

が先祖の衣装を纏って一時的に演出をはかり、

「神霊の依り愚く者」とされ、すなわち祖霊を

具象化した「神像」である。

 『禮記』「祭統」には「夫祭聴道、孫四王父

 」とあり、 祭の儀式においては、宗族の血

縁が重視されていた。この発想は、つとに孔子

が強調したところでもある。『禮記』「曾子問」

に「曾子問:祭必罰 乎(中略)孔子日祭成判

者必有F、 必以孫。孫幼、則今人抱之。無

配、則取同姓可也」と記されている。Fは儀式

の参列者の視線を集めており、祭祀対象の孫が

選ばれる。孫が幼い場合は、人に抱かれて儀式

に参加する。孫がいない場合は、やむを得ず同

宗同姓の人を選ぶ。そして、国家行事として君

主や諸侯を祭る場合は、 の役目として立てら

れる者は必ず本国の卿と大夫から選ばれる。

 すなわち、祖霊の仲間に入った者を祭る際に

は、必ずPを立てる。祭られる人の直系の孫・

特定の官職身分にある人・同姓の他人が生身の

人間を以って自らを現し、姿を見せ、声を聞か

せると共に、人間の供え物を受け、人間に祝福

の言葉を伝える。祖霊祭祀の全般を司る主祭者

の続柄については、文献に明記されていない

が、おそらく祖霊の子に当たる人物であろう。

このような宗廟祭祀は宗族の強い絆のもとに行

われていたのであり、神像として立てられた 

と主祭者は祭祀の全過程にわたって主役を務め

ていたのである。それに扮装性と演出性は「F」

の独特的な属性だと考えられる。

 まず、文献記載にFは各種の祭祀儀礼の中で

それぞれの祭祀目的によって先王、先祖の服を

着せ様々な神霊の姿に扮装することがあり、冠

飾りや仮面をかぶることも重要な扮装である。

『詩経』「伊州・楚茨」に「神はみなお酔いにな

り、皇Fはっと立ち上がる。鐘鼓を叩いてFを

送れば、祖先神は帰っていく」とある。そこで

J'は冠を戴いて装飾する意味があり、時には奇

異でなおかっ不可解な姿で現れるのも度々であ

る。前述した三星堆祭祀坑から出土した青銅製
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の仮面はそれらの好例としてあげられる。

 次ぎ、祖霊を祭る特定の時間と空間におい

て、「F」は無形無声の霊魂に代わって生身の

人間にその任を負わせる。『詩経』「楚茨」に

「礼儀既備、鐘鼓既戒。孝孫狙位、工祝致告:

神戸酔止、皇F躍起。鼓鐘送F、神保車帰」と

記されたように、神霊を仮装したFは、鐘鼓の

リズムに乗りながら饗宴を開き、祖霊の子孫に

当たる人物が祖霊に代わって祀られる座位に着

く。祭りの参列者らは祖霊を演じるFと酒食を

共にする。儀式が終わると、再びFは鼓鐘楽器

の音楽演奏の中に見送られる。このような荘厳

な雰囲気に包まれた祖霊祭祀の中に見られるF

の姿と動きに関する描写は、『儀礼』の記載が

詳しい。具体的に言えば、F祭という祖霊祭祀

のパフォーマンスは三段階に分けられる。第

一、神霊を迎えること、太鼓に伴う音楽の演

奏、煙祀や幡、門瞭を設けて神霊の降臨を求め

るように、一連の神霊に請う儀式を行う。第

二、神霊と人間を交流・交歓する活動を主軸

に、人と神とが飲食を共にして神霊を敬い、ま

た楽しませる一時である。第三、神霊を見送る

ことで、人の祭祀を受け入れた神霊が満悦して

「P」から離れて自分の世界へ帰ると、Fは凡

人に戻る。

 つまり、Pは神霊と人間との交流の媒体とな

り、神聖な雰囲気の中でFの動きを通して、祖

霊との絆を確かああいながら、人→神霊→人へ

の転換性を現すパフォーマンスが披露されたの

である。神霊はこの世と異なる世界に住み、人

の請求によってこの世を訪れ、「F」の身体に

依り愚くことができる。また、人は様々な方式

で神を敬い、神霊をもてなすと共に、神霊の加

護を求める。そこで神は人の幸福を保証し、最

後に人は神霊を元の世界へ送り返すのである。

 一方、宗廟で開かれる「F祭」という荘厳な

儀式が進行する中で、祖霊の身分地位を繰り返

し強調するとともに，国ないし家の正当な後継

者である主祭者(祖霊の子)とF(祖霊の孫)

の役目を通して、血統による権力継承の正当性

が確認されながら、実際にそれを儀式の参列者

にアピールする役割も果たされたのである。

 以上に述べてきたように、古代中国人の世界

観に由来する魂と醜の思想、それに基づいた祖

霊祭祀の実態を具体的に描き、また自分なりの

解釈を加えた。そこで古代中国人の祖霊観念が

意外と想像力豊かなもので、とくに現世におけ

る己と過去の先祖と未来の孫とのつながりが重

視されることによって、霊魂不死の思想はリア

ルに表出されていた。祖霊祭祀という汎世界的

現象の中において、魂暁の発想、そして「F

祭」という人と神を共演するパフォーマンスは

中国の独特な文化現象であることが指摘でき

る。

注記

(1》昭穆とは、文献用語であるが、宗廟において祖霊

 祭祀を行う際の霊位席次を指す。概ね中央を太祖

 とし、二世・四世・六三は左側に列して「昭」と

 言い、三世・五三・七世は右側に列して「穆」と

 言う。

②「F祭」を記す青銅缶は、本来宗廟に存在すべき

 宝器であり、なぜ墓墳西側の陪葬坑から出たかと

 いう疑問が残る。春秋戦国期には、青銅玉器は儀

 礼的な象徴である一方、個人に対する賞賜品とし

 ての役割もあった。その意味では墓への副葬も不

 思議なことではない。陪葬坑に埋納された銘文を

 持つ数々の青銅楽器の中でこの青銅器の「F祭」

 2文字だけが器壁が破れるまでに削られ、またそ

 れを補修した痕跡があったことは、何か特別な事

 情があろう。
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   We wonder who created us， why we are to be mortal， what is more after the death

where we will be living.  These are the questions we time after time ask ourselves re-

gardless of the times.  Scientific thoughts and examinations have brought about a lot

of results to these mysterious fields; nonetheless there still exist not a few questions to

be searched for. 

   In this paper， by making the full use of archaeological evidences， 1'd like to pursue

the thought of souls and demons that have deprived from the view on the world in the

ancient Chinese people， in addition， the thought based on the ritual to worship the

Ancestral Spirit. 

   It， is to be surprised that the idea of the Ancestral Spirit in the ancient Chinese peo-

ple is full of imaginations.  Above all the thought of the soul's immortality is vividly

presented with the emphasis on the link of the people this world with those of the past

and the next. 

   In the Pan-worldly phenomena of the ritual to worship the Ancestral Spirit， I

pointed out the thought of Souls and Demons is typical to the Chinese Culture. 
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